
図 2.2012年 7月 25-30日大阪府域ＰＭ2.5濃度推移 

図 3.ＰＭ2.5と Ox濃度 
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ＰＭ2.5の近畿地方におけるローカルな要因による高濃度について 
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1. はじめに 

PM2.5 汚染は、東アジア規模の広域移流によるものが国民

の注目を浴び、ともすれば国内発生源の問題が後景におかれ

ている感がある。しかし、国内由来の汚染の寄与は小さくな

い。ここでは、2012年 7月下旬に発生した高濃度に着目し、

近畿地方の都市型汚染としての PM2.5の解析を行った。 

2. 使用したデータ 

ここで使用した濃度データは、後述する環境省環境研究総

合推進費による測定サイトのうち、東大阪、滋賀の測定値及

び「そらまめ君」より取得した東海・近畿各府県の常時監視

速報データを使用した。PM2.5 成分分析データについては、

同推進費による分析データ(東大阪、滋賀)を用いた。 

3. 結果と考察 

3-1.高濃度の特徴 

2012 年 7 月 25～30 日に西日本を中心に大気汚染

の高濃度が発生した(図 1)。高濃度は、都市域に発生

している。この期間、西日本には、高気圧が停滞し、

安定した気象条件であった。 

25～30 日の大阪府域での PM2.5濃度常時監視時間

値の推移を図 2 に示す。Ox ほど明瞭ではないが、昼

に高く夜に低い日変化をみることができる。また、東

海・近畿地域常時監視局の PM2.5濃度時間値の相関をとると、ごく近傍の局間で、相関係数が 0.8 を超える

ところがあるものの、東海・近畿のスケールでは相関が低い。一方、広域移流の影響下の汚染の場合は、広

い範囲で 0.8を超える相関が得られる例が多い。 

これらのことから、この期間の高濃度は、ローカルな要因の寄与が大きいものと考えることができる。 

3-2.オキシダントとの比較 

図 3 に寝屋川市役所局(大阪府)の PM2.5と Ox の散布図を示す。ここで、PM2.5の日変化が明瞭な 25～28

日についてみると、強い相関を示している。この傾向は、近畿地方の広い範囲でみられる。 

Ox 濃度を PM2.5成分分析データと比較すると、東大阪では SO42-(図 4)や OCとの間で相関を示した。PM2.5

濃度が低い滋賀では相関は低い。いずれも二次生成の

指標となる物質である。 

これらのことは、PM2.5と Ox の生成が強い関係にあ

り、都市部ほどその関係が強いことを示している。 
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図 1.2012年 7月 28日 19時のＰＭ2.5濃度

分布 


